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【緊急の紹介受診について】   
【翌⽇以降の紹介予約について】
【共同機器利⽤の予約について】

⇒ ＥＲ救命救急センターへ おつなぎします
⇒ 地域医療連携センターへ おつなぎします
⇒ 近森病院画像診断部へ おつなぎします

※混雑状況によりお待たせする場合がございます。何卒ご了承ください。

近森病院からの
ホットライン

088
822-5231（代）

“ ３つの主業務 ” をご紹介させていただきます。

地域医療連携センター

□ 地域の先生方からのご紹介

□ 緊急性の高い状態の

患者さんについては

救急外来と連携し
迅速に対応

外来予約調整
□ 急性期の状態から回復した

患者さんの退院支援

転院調整 主治医と緊密に連携し

□ 退院困難な患者さんの

□ 患者さんや家族からの医療等に

関する 総合的な相談

□ 救命救急センターとして

常に患者さんの受入れが

できるような

□ 

     個々の患者さんに合った病床で

     治療できるよう調整

昨年の退院⽀援件数は 2300 件
程になりました。コロナ禍で訪問
活動がままならず⼤変もどかしい
⼀年となりましたが、変わらず多
くのやりとりを
させていただき、
これまでの
つながりを
ありがたく
実感して
おります。

新年度も
14 名のソーシャルワーカーで活動
してまいります。患者さんご家族
を⽀援しそれを具体化していく上
で、「連携」は⽋かすことができま
せん。ケースを通じ本⾳でつなが
ることができるよう励みます。今
年度もどうぞよろしくお願いいた
します。

 【ソーシャルワーカー   部⻑  ⻄本奈加】

各科の診療体制強化や治療技術
の⾼度化によって、当院専⾨外来
への紹介患者さんの数は年々増加
しております。地域の先⽣⽅、紹
介いただく患者さんのニーズに迅
速かつ柔軟に対応できるよう「紹
介予約システム」の⾒直しを⾏い、
地域の先⽣⽅が利⽤しやすいシス
テムになるように取り組んでいま
す。

また、広報誌・ホームページ・
⾯談を通じた積極的な情報発信と
ともに、紹介患者さん⼀⼈ひとり
の連携状況をタイムリーに把握し、
地域連携のさらなる充実化を図っ

ていきたいと思います。

  【医事課 主任
北川真也】

病床管理

各病棟・ER と密な連携を⾏い
つつ、⽇々の稼働状況を病院全体
が迅速に把握できる環境づくりに
尽⼒しています。

⾼度急性期機能を維持するため
には、重症度、医療・看護必要度
や在院⽇数を考慮しなければなり
ませんが、地域の先⽣⽅からの紹
介患者さんはもちろん、当院での
治療を必要とされる患者さんが必
要な治療がすみやかに受けられる
よう、救命救急センターとしての
責務を果たせるベッドマネジ
メントを継続したいと
思います。

  【看護師⻑
村⽥美和】

前方連携 後方連携 病床管理1 2 3
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